
東大寺「修二会」 と古都奈良を巡る旅 3日間
～聖徳太子ゆかりの地へもご案内～スタッフ

提案の旅
白岩 楓子企画

外観

JR奈良駅直結という立地のホテル
です。客室は落ち着きのあるインテリア
となっています。

ご宿泊いただくホテル
ホテル日航奈良

1日目昼  「奈良ホテル」創業以来のメインダイニング
にて伝統のフランス料理

2日目昼  法隆寺近くの料亭にて旬の地元食材を
使ったお料理をご賞味

2日目夜  「JWマリオットホテル奈良」内のオールデイダイニングにてシルクロード
がモチーフのコース料理 ※ドレスコードが「スマートカジュアル」となります。
※写真はイメージです。 ※季節、仕入れによって食材が変更になる場合がございます。

3日目昼  室生寺近くの料理旅館にて山菜を使った和食のお料理

お食事

2日目夕食／イメージ

752年より
270年以上、

「不退の行法」として二月堂で1度も絶える
ことなく続く東大寺の伝統行事です。正式
名称は「十

じゅういちめんけか
一面悔過法要」といい、二月堂の

本尊である十一面観世音菩薩の宝前で
罪を懺悔し、国家の安泰と万民の豊楽を
祈ります。もとは旧暦の2月1日から行われていたことから、二月に修する法会と
いう意味で「修二会」と呼ばれています。また二月堂の名前の由来でもあります。
12日深夜には、若狭井という井戸から観音様にお供えする「お

おこうずい
香水」を汲み上げる

儀式「お水取り」が行われます。また、この行を勤める練行衆と呼ばれる僧侶の
道明かりとして、毎晩19:00から、童子と呼ばれる人が長さ6mもの大松明を
担いで二月堂へ送る「お松明」が行われます。観客の頭上に火の粉を散らしながら
童子が舞台を回る光景は圧巻です。今回はこちらの「お松明」をご見学いただきます。
奈良のお水取りが終わると春が来ると言われているほど、古くから親しまれている
行事です。　※修二会お松明の見学は二月堂の外側からとなります。また、予約が
不可能なため開始時刻までに約1時間ほど立ったままの待ち時間が発生するほか、
混雑状況によっては少し離れた場所からのご見学となる場合がございます。

奈良公園の一角に位置する奈良国立博物館は、
東大寺、興福寺、春日大社などの神社仏閣に囲

まれた立地の博物館です。4つの展示施設があり、なら仏像館では国宝、重要
文化財を含む100体近くの仏像を、青銅器館では個人のコレクションである中国
古代の青銅器を、東新館では特別展や正倉院展、特別陳列など小規模な展覧会を、
西新館では名品展をそれぞれ展示、開催しています。　また、毎年お水取りの時期
には行事にちなんだ「特別陳列 お水取り」が開催されています。こちらも併せて
ご見学いただき、お水取りに対してより理解を深めていただければと思います。

東大寺／お松明

修二会（お松明）

奈良国立博物館

世界最古の木造建築物として日本初のユネスコ世界遺産に登録
された法隆寺は、聖徳太子が亡き父用明天皇のために創建した

お寺です。建立は607年となりますが、現在の建物は670年の落雷がもとで起きた
火災で焼失したあとに再建されたものとなります。 境内は国宝で飛鳥時代建立の
西院伽藍（金堂、五重塔、中門、回廊など）と、聖徳太子一族の住居であった斑鳩宮
の跡地に奈良時代に建立された東院伽藍（夢殿、舎利殿絵殿など）からなります。
それぞれの建物内には同じく国宝や重要文化財の仏像が安置されています。

法隆寺

法輪寺は斑鳩でも北方に位置するお寺です。かつては三重塔
が国宝として指定されていましたが、太平洋戦争末期、落雷に

より焼失し指定は解除されてしまいました。なお、現在の三重塔は、焼失当時の
住職や宮大工、そして作家の幸田文さんらの尽力により再建されたものです。

法輪寺

法起寺は法輪寺と同じく斑鳩の
北方に位置するお寺です。法隆寺

五重塔、法輪寺三重塔、法起寺三重塔からなる斑鳩三塔の一つである国宝の三重塔
を有し、「法隆寺地域の仏教建造物」の一部として世界遺産に登録されています。

法起寺（ほうきじ・ほっきじ）

薬師寺は天武天皇が皇后でありのちの持統天皇の病気平癒を
祈って発願し造られたお寺です。最初は藤原京に造営されましたが、

平城京への遷都に伴い現在の場所へと移されました。創建当初の薬師寺は堂塔の
各層に裳階をつけた荘麗な「龍宮造り」の伽藍が特徴的でしたが、時代の流れと
共に火災や地震などでその多くが失われてしまいました。その中で唯一創建当時
の姿を留めているのが、奈良時代に建てられた国宝である東塔となります。

薬師寺

法隆寺の東院伽藍に隣接する
中宮寺は、聖徳太子が母である

穴穂部間人皇后の宮殿を皇后崩御のあとお寺
にしたと伝えられています。創建当初は現在位置
よりも500メートルほど東にありましたが、
室町時代以降宮家の皇女を迎える尼門跡寺院
となり、現在の場所へと移されました。

中宮寺

中宮寺

室生寺

旅行期間 2025年3月3日（月）～5日（水）
旅行代金

2名様1室利用
（お一人様） 170,000円
※1名様1室 追加代金 24,000円(2泊)

募集人員 20名様
（最少催行14名）

宿泊ホテル【1・2泊目】ホテル日航奈良（洋室／ツイン）

1

東京駅（7：33～8：09）-（東海道新幹線）-京都駅（10：09～10：21）➡
◎奈良ホテルメインダイニング「三笠」にて本格フレンチのランチ➡●奈良
国立博物館（特別陳列「お水取り」をご鑑賞）➡◎ホテルチェックイン➡
◎古都屋にて早めの夕食…◎東大寺二月堂（「修二会 お松明」のご見学）➡
ホテル着（20：00頃） 食事：朝×・昼○・夕○【ホテル日航奈良（泊）】

2

ホテル（9：30頃）➡●法隆寺（聖徳太子が建立した世界遺産
のお寺）…●中宮寺（聖徳太子とその母・穴穂部間人皇后ゆかり
のお寺）➡◎地元の食材を使った点心料理➡●法輪寺（飛鳥
時代に創建された斑鳩の古刹）…●法起寺（聖徳太子が法華経
を講じた「岡本宮」の跡地といわれる）➡ホテル（17：10頃）➡
◎JWマリオットホテル奈良にてグローバルなコース料理の
ご夕食➡ホテル着（20：30頃）
 食事：朝○・昼○・夕○【ホテル日航奈良（泊）】

3
ホテル（8：30頃）➡●室生寺（「女人高野」と呼ばれるけわしい山地にある
古刹）…◎とろろを使った山菜料理をご賞味➡●薬師寺（天武天皇が皇后
（後の持統天皇）の病気平癒を願って建立したお寺）➡京都駅（18：16）
-（東海道新幹線）-東京駅（20：27） 食事：朝○・昼○・夕×

■添乗員／同行します。　■食事／朝食2回、昼食3回、夕食2回
■集合場所／東京駅新幹線ホーム
■ 交通機関／JR（東海道新幹線）、大型または中型または小型貸切観光バス（奈良交通等）
■ご案内／※天候・道路状況により観光順序を入れ替える場合がございます。
※ 交通時間は、予定時間となります。ダイヤ改正などで時間が変更になる場合もございます。
※行程3日目室生寺では国宝の五重塔まで二百段ほどの石段を上がっていただきます。
※物価高やバス代値上がりなどのため、旅行代金も昨年より値上となっています。ご了承ください。

コース番号：11-8032-0020

2泊3日


